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※
都
合
に
よ
り
、理
事
２
名
に
つ
い
て
は

掲
載
を
控
え
て
い
ま
す
。

二
◯
二
二
年

年
頭
の
ご
挨
拶

賀
正

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
、
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
二
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
員

な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
長
期
化

し
、世
界
的
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
も
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛

や
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
に
よ
り
、
経
済
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

感
染
状
況
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、准
組

合
員
の
利
用
規
制
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
が
、

地
域
農
業
振
興
や
農
家
所
得
の
増
大
に
向

け
、
今
後
は
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
が
強
く
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
第
六
次
中
期
三
ヶ
年

計
画
の
三
年
目
で
あ
る
令
和
三
年
度
に
つ

い
て
は
、「
営
農
振
興
」、「
地
域
・
組
合
員

の
く
ら
し
を
支
え
る
」、「
経
営
基
盤
・
内

部
管
理
態
勢
の
強
化
」を
重
点
課
題
と
し
、

本
・
支
所
再
編
お
よ
び
営
農
経
済
事
業
改

革
の
二
点
を
柱
に
改
革
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
信
用
共
済
事
業
の

収
益
の
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
組
合
員
・
利
用
者
・
地
域
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
組
織
と
し
て
総
合
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
、本
・
支
所
再
編
と
、

営
農
経
済
事
業
の
収
支
改
善
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
組
合
員
・
利
用

者
の
Ｊ
Ａ
周
桑
と
思
い
続
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。　
　

令
和
四
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
本
来
の
目
的
で

あ
る
営
農
振
興
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、

地
域
・
組
合
員
の
く
ら
し
を
支
え
る
た
め
、

経
営
理
念
で
あ
る
「
～
全
て
の
事
業
は
、

地
域
の
た
め
に
～
Ｊ
Ａ
周
桑
は
地
域
を
満

足
さ
せ
ま
す
！
」の
も
と
、組
合
員
・
利
用

者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
地
域
に
必

要
と
さ
れ
続
け
る
Ｊ
Ａ
周
桑
を
め
ざ
し
ま

す
。
ま
た
、内
部
統
制
の
充
実
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
遵
守
の
徹
底
に
よ
り
内
部
管
理

態
勢
の
強
化
を
図
り
、
役
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
よ
り
一

層
の
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

二
〇
二
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2月の
運勢

【全体運】人間関係に広がりが見られます。何かと用事が増え仕事面は大変ですが助けてくれる人が。連絡
を密にして開運　【健康運】睡眠をしっかり取り疲れをためないように　【幸運の食べ物】伊予カン



新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
に
お
き
ま
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
終
息
に
目
途
が
立
た
ず
、農
業
環
境
に
お

い
て
も
農
産
物
の
価
格
低
迷
な
ど
、よ
り
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、私
た
ち
農
業
振
興

協
議
会
は
、今
後
の
地
域
課
題
や
農
政
へ
の
要

請
活
動
及
び
農
業
振
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
進
月
歩
の
日
々
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
、繋
が
り
が
希
薄

に
な
り
が
ち
の
昨
年
で
し
た
が
、私
た
ち
女
性
部

は
、10
年
後
・
20
年
後
も
輝
け
る
組
織
を
目
指

し
、メ
ン
バ
ー
同
士
の
繋
が
り
を
再
構
築
し
な
が

ら
、新
し
い
女
性
部
活
動
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。魅
力
的
な
女
性
部
を
次

代
に
も
繋
げ
る
た
め
、全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
地

域
と
共
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ
う
、取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
青
年
部
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
農
業

分
野
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、私
た
ち
青
年
部
は
、「
盟
友
圃
場
視
察
研
修
」

や
「
地
上
を
活
か
し
た
学
習
会
」を
行
い
、盟
友

た
ち
と
の
交
流
や
、今
後
の
青
年
部
活
動
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
も
精
力
的
に
仲
間
と
の
絆
や
地
域
と
の

繋
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
青
年
部
活
動
に
対
し
て
、皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

周
ち
ゃ
ん
広
場
運
営
協
議
会
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
る
中
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
、
ど
こ
よ
り
も
美
味
し
い
商
品

を
、
少
し
で
も
多
く
の
お
客
様
に
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
時
期
に
こ
そ
皆
で
協
力
し
合
い
、乗

り
越
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で

以
上
に
、協
議
会
代
表
と
し
て
、直
売
所
の
売
上

向
上
の
た
め
、ご
奉
仕
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
収

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、こ
の
ま
ま
終
息
し
て

く
れ
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
野
菜
の
需
要

が
減
少
す
る
中
、令
和
２
年
度
も
野
菜
の
全
農

取
扱
高
に
お
い
て
、J
A
周
桑
は
前
年
度
同
様

の
売
り
上
げ
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
各
農
家
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
る
賜
物

で
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
は
よ
り
一
層
、
野
菜
の

生
産
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
内
の
景
気
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、経
済
活

動
が
抑
制
さ
れ
大
幅
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
果

樹
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
政
治
経
済
・
地

球
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
消
費
量
の
減
少
・

生
産
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
・
廃
園
の

増
加
・
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
な
ど
に
加
え
、

近
年
多
発
す
る
異
常
気
象
に
よ
る
収
量
の
減

少
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、我
々
生
産
者
は
消
費
者
が
求
め

る
安
全
安
心
で
美
味
し
い
高
品
質
果
実
を
安

定
的
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、多
様
化
す
る
消

費
者
ニ
ー
ズ
・
流
通
形
態
に
あ
っ
た
果
実
を

周
年
供
給
す
る
こ
と
で
、更
な
る
周
桑
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
「
伊
予
牛　

絹
の
味
」の
格
別
の

お
引
き
立
て
を
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。畜
産
農
家
の
経
営
は
、飼
料
価
格
の
高

騰
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
販
売
不
振
な
ど
、大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、「
安
全
・
安
心
」

そ
し
て
、食
の
頂
点
と
し
て
食
卓
に
絆
と
感
動

を
与
え
ら
れ
る
畜
産
物
を
提
供
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。。

本
年
も
「
伊
予
牛　

絹
の
味
」の
系
統
ブ
ラ

ン
ド
の
更
な
る
御
愛
顧
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
全
国
的
な
米
価
の
下
落
、ま
た
早
期
水

稲
に
お
い
て
は
、収
穫
前
の
降
雨
に
よ
り
倒
伏
等

も
散
見
さ
れ
、一
部
収
穫
や
品
質
に
影
響
も
み
ら

れ
ま
し
た
が
、普
通
期
水
稲
に
つ
き
ま
し
て
は
、天

候
に
も
恵
ま
れ
良
好
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
裸
麦

に
お
い
て
は
、収
穫
時
期
の
降
雨
の
影
響
で
、高
水

分
で
の
収
穫
を
余
儀
な
く
さ
れ
、品
質
の
低
下
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、生
産
者
が
安
心

し
て
米
麦
の
生
産
を
行
え
る
よ
う
、販
売
価
格
の

安
定
と
収
量
及
び
品
質
向
上
、ま
た
、安
全
・
安

心
な
米
麦
を
食
卓
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、よ
り
一

層
取
り
組
み
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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のみなさん集まれ！

周布

本田 悠
ゆう

真
ま

さん
平成22年生

国安

武田 義
よし

臣
おみ

さん
昭和25年生

石根 德永 みつるさん
昭和25年生

早野 智
さと

美
み

さん
平成22年生

石根

早野 球
きゅう

仁
じ

さん
平成22年生

小松

日野 蒼
そう

一
いち

朗
ろう

さん
平成22年生

丹原

玉井 心
こころ

さん
平成10年生田野

日野 健
けん

一
いち

さん（左）
大正15年生

日野 紅
こう

輝
き

さん（右）
平成22年生

中川

渡部 翔
しょう

さん
平成22年生

経営実証圃で農業の研修を
受けています。今年2年目に
なるので、卒業しても自分で

育てられるよう、
アスパラガスやいろいろな
作物の栽培方法をしっかりと

身に付けたいです。

中学生になったら
野球部に入って
頑張るぞ！

今年は中学生！
コロナに負けず、
剣道の全国大会
目指して
頑張ります！

今年は6年生に
なるので、

学校行事や野球を
頑張りたいです！

今年は空手の試合でたくさん
勝てるように頑張りたいです！
ひいおじいちゃん大好き！

陸上の大会や運動会で早く
走れるようになりたい！

新市営農集団を立ち上げて4年目。
若い方や農業に興味のある方は、
ぜひ一緒に活動をしましょう！

今年は、趣味のギターや磯釣りを楽しんで、
元気に過ごしたいです。　

山登りと野球観戦（巨人）が大好きです。
去年は百名山の剣山に登りました。
今年こそ日本一の名峰の富士山に

登頂したいです。巨人、日本一に…頑張れ！
今年も元気で良い年でありますように！

老人会の百歳体操に
参加したり野菜を作って今年も
健康に過ごしたいです。

ひ孫と遊ぶのが毎日の楽しみです。

ピアノと野球を
頑張りたいです。

ピアノでは難しい曲がひけるように、
野球ではたくさん打てるように

なりたいです。

双子！

4
ふたご座
5/21〜6/21

【全体運】ピン！とひらめきのある月です。企画力がありますから新しい提案を行って吉。古い物は大切に。
リメークを　【健康運】痛みが出やすいかも。膝、腰は集中的にケア　【幸運の食べ物】キンメダイ



とら年
徳田

稲垣 綾
あや

梨
り

さん
平成22年生

吉岡近藤 康
やす

夫
お

さん
昭和25年生

楠河 松木 心
こ

春
はる

さん（左）
平成22年生

庄内

近藤 茂
しげ

孝
たか

さん
昭和37年生

壬生川 丹下　ケイ子
こ

さん
昭和13年生

吉井 武田 孝
たか

子
こ

さん
昭和25年生

多賀

一色 あけみさん（右）
昭和25年生

あけまして
おめでとう!

早くコロナが収束して
みんなで旅行に行きたい！

自然豊かな米どころ
庄内で水辺の環境（ハッチョウ
トンボの保全）を守り、
ふる里の歴史（子供
獅子舞）を伝えながら、
兼業ではありますが、
安全安心な米作りを
続けたいと思います。

農業一筋で50年余り。
今年は健康第一に、
育成牛を育てながら、
ゆっくりと農業を
楽しみたいです。

今年は6年生になるので
小学校生活最後の一年、
健康に気をつけながら、
たくさんの想い出を
作りたいです。

学校をしっかりひっぱっていけるような
6年生になりたい！ 孫が5人、ひ孫が8人います。

子どもたちに会うのが楽しみです。
今年はみんなで集まって
楽しく過ごしたいです。

大好きな旅行や山歩きを
楽しみながら、次の年女も
元気で迎えられるよう

頑張ります。
エイエイオー！

昨年初孫が誕生し、
おばあちゃんになりました！

可愛い～♥

健康に気をつけて
今年も元気で頑張ります！

井出 真
ま

希
き

さん（左）
昭和49年生

親子！

2
特
　集三芳 渡邉 明

あけ

美
み

さん（左）  昭和25年生

村上 初
はつ

恵
え

さん（中）  昭和25年生

黒川 和
かず

子
こ

さん（右）  昭和25年生

5
かに座
6/22〜7/22

【全体運】気持ちのそわそわがミスを招きがち。深呼吸やつぼ押しで平常心を保って。下旬からは上昇運。積極
的に行動を　【健康運】刃物の取り扱いは慎重に。ばんそうこうを常備　【幸運の食べ物】キウイ



　12月13日、松山市で開催された第38回JA愛媛県大会。JAグルー
プ愛媛は、持続可能な愛媛農業実現に加え、豊かでくらしやすい地
域共生社会の実現と協同組合としての役割を発揮し、不断の自己改
革に取り組むことを決定しました。
　また、今回の決議に伴い、「県１JA構想（案）」の具体的な検討が
開始されますが、すでにJA周桑では、「本・支所再編」と「営農経済
事業改革」を柱とした事業改革に取り組んでおります。
　JA周桑の事業改革は、JA周桑が将来にわたり総合農協として地
域に貢献し続けていくことが目的でありますので、引き続き、組合員
とともに役職員が一丸となり、取り組みを進めてまいります。

媛のめざす姿

しやすい
会の実現

協同組合としての
役割発揮

「情報発信」

織」 「人づくり」

～｢食｣｢農｣｢地域｣｢JA｣にかかる県民理解の醸成～

～持続可能な地域･組 織･事業基盤の確立～ ～協同組合としての役割発揮を支える人づくり～

総合事業を通じて地域の生活 インフラ機能の一翼を担い、協
同の力で豊かでくらしやすい 地域共生社会の実現に貢献し
ている姿

次世代や地域共生社会の構成員とともに、「食と農を基軸とし
て地域に根ざした協同組合」として存立し、役割を発揮してい
る姿

①広報戦略に基づく情報発信の強化
②｢食｣｢農｣｢地域｣とこれらを支える
｢JA｣にかかる県民理解の醸成

①組合員の拡大と 繋がり強化
②青年・女性の活 躍推進
③事業基盤の確立 ･生活インフラ機能
の発揮

①協同組合らしい人づくり
②組織基盤の確立に向けた人づくり
③経営基盤の強化に向けた人づくり

重点
み事項 その5

その4

6
しし座
7/23〜8/22

【全体運】ちょっとびっくりの連絡が入りそう。真偽が気になるときはしっかり確認を。笑い話にできるかはあ
なたの対応次第　【健康運】健康への関心の高まりがプラスに働きます　【幸運の食べ物】アンコウ



次世代へつなぐ
愛媛農業と地域共生の未来づくり
～不断の自己改革によるさらなる進化～

第38回
JA愛媛県
大会

JAグループ愛

豊かでくら
地域共生社

持続可能な
農業の実現

「農業」

「経営」 「組

～次世代へつなぐ食料・農業基盤の確立～

～不断の自己改革の実践を支える経営基盤の強化～ ～持続可能な地域･組 織･事業基盤の確立～

総合事業を通じて地域の生活 インフラ機能の一翼を担い、協
同の力で豊かでくらしやすい 地域共生社会の実現に貢献し
ている姿

消費者の信頼や実需者のニーズにこたえ、安全で安心な国産
農畜産物を安定的に供給できる持続可能な地域農業を確立
し、農業者の所得増大を支える姿

①次世代につなぐ愛媛農業の再構築
②次世代の担い手の育成支援
③マーケットインに基づく販売強化
④持続可能な農業･農村の振興
⑤組合員参加による事業運営、営農･経
済事業体制の構築 ①持続可能な経営基盤の確立･強化

②将来を踏まえた経営の健全性確保と
ガバナンス･内部統制の確立
③経営基盤の高位平準化に向けた取り
組み
④JAグループ愛媛の組織整備への取り
組み

①組合員の拡大と 繋がり強化
②青年・女性の活 躍推進
③事業基盤の確立 ･生活インフラ機能
の発揮

５つの
取り組その1

その2 その3

7
おとめ座
8/23〜9/22

【全体運】あなたの細やかな気配りが周囲を和やかにするはず。自信を持ってほほ笑んで。気になることも解消
に向かいます　【健康運】体調＆体力回復のチャンス。検査も有効です　【幸運の食べ物】セロリ



2 月の栽培管理

アスパラガス　　　　　　
園芸生産指導課　向井　敏正

①収穫 温度の低い時間帯に27㎝を目安に収穫し、土の付着
に注意する。

②灌水管理　保温開始前はハウス内全体を湿らせることが大変
重要なので、圃場ごとの土壌条件に応じ、3～4回しっ
かり行う。

		 保温期間中は水分状態をみて、不十分であれば、でき
るだけ地温を下げないように晴天時の午前中に、軽く
灌水する。

③温度管理　保温期間中、萌芽がある程度揃ってきたら35℃以
内を目安に管理し、外気を一斉に入れないように注意す
る。（同時に、天気予報を参考に凍傷対策もしてください）

		 また、今後気温上昇の推移をみながら、3月に入る頃
からは30℃以内を目安に管理し、養分の浪費や穂開
き、曲がりにならないよう、早めの換気を行う。

④施肥	 基肥・追肥は、土壌分析結果に基づき施用する。追肥
は貯蔵養分もあるが、収穫開始から概ね2週間後頃か
ら施用を始める。この時期は分解スピードが遅く、吸収
までに時間を要するので、通常より早めでこまめに施
用する。追肥施用後は、必ず地温を下げない程度の灌
水を行う。ただし、液肥主体の場合の灌水は、水分状
況をみて実施する。

		 施用の間隔は、収穫量100㎏／10㌃もしくは10日経
過頃を目安とし、窒素成分量で2㎏／10㌃・1回で施
用する。

		 緑のささやきで15㎏／10㌃・1回程度。
		 液肥の場合は、5㎏／10㌃・1回で間隔を調整し、実

施する。
		 ※ECの急激な変化を起こさないよう萌芽状況により

施用量・間隔に注意する。
⑤防除	 アザミウマ、アブラムシ、斑点病等の病害虫対策は、立

茎開始後から、捕虫紙（黄・青）の設置による忌避と予
察を行う。発生を確認した場合は初発期に行う。特に
前年秋口まで発生が見られた圃場で注意する。農薬の
使用は、農薬ごとの使用方法や注意事項を必ず再確認
し、実施する。

冬春キュウリ　　　　
園芸生産指導課　桑村　司

①側枝の処理・摘葉　収穫後、親づるの側枝は切り戻す。その
まま置いておくと、通気性、光線の通りが悪く、病気の
発生が多くなり、果実の肥大も悪く品質が劣るので、
親づるの摘葉同様、収穫後速やかに実施する。

		 誘引づる1本に葉15枚を確保し、黄葉、病気葉を除く。
②施肥・灌水　少量多回数を基本に実施。曇雨天などで追肥で

きない時は、液肥の灌注を行う。

ブロッコリー　　　
①収穫 （1月～2月）10時～16時の間は収穫しない。
		 （3月～4月）10時～17時の間は収穫しない。
		 ※時間厳守のこと。
		 収穫適期を逃すと品質低下を招く。また、効率よく収

穫するため、収穫可能なものを確認（目印）しておく。L
サイズを中心に収穫し、株ごとの状態や気象条件によ
り品質低下が予想される場合は、Mサイズの収穫も行
う。また、収穫した花蕾は丁寧に取り扱い、速やかに鮮
度保持袋を使用し、箱詰めを行う。

		 雨天や凍結状態で収穫した場合には、しっかり水切り
を行い、箱詰めを行う。

②病害虫防除　薬剤は収穫までの期間に注意し、選定する。

白ネギ　　　　　
園芸生産指導課　安東　知紗

①収穫 軟白部30㎝を基準として仕上がったら、畦の片側を鍬
等で崩して丁寧に掘り上げる。掘り取ったネギに付い
ている土が白くなるくらい陰干ししてから皮はぎをする
と、光沢良く仕上がる。

一寸蚕豆　　　　
①支柱立て　側枝が伸びてきたら、中央へ日光が入るよう側枝

を両側に広げ、テープで止める。支柱のところまでは、
側枝を地面に這わせる。2月上旬～下旬、株浮き防止の
ため、再度真砂土を入れる。

②除欠・灌水・追肥　分枝数が多くなると、日照不足になり結
莢率が悪くなるので、1月下旬～2月中旬に栽植密度
や生育状況を見て、5～6本に除欠する。一般に、早く
分枝した大茎ほど結莢率が良く、大莢で増収になる。

③排水対策　生育期の滞水は、根に負担がかかり立ち枯れの原
因となるので、排水対策を十分に行う。

		 アブラムシ（モザイク病）の防除
		 エルサン乳剤…1,000倍
		 スミチオン乳剤…1,000倍
		 どちらかを100～300ℓ／10㌃

イチゴ　　　　
園芸生産指導課　日野　明菜

①温度管理の徹底　果実の肥大期から収穫期は、日中26℃、夜
間は7～8℃を目安に管理を行う。また、低温期には
頂部軟質果が出やすいので、次のⒶ～Ⓒに注意するこ
と。

		 Ⓐハウス内が過湿にならないよう、換気は気温が上が
り始めてから行う。曇天の場合は、日に1～2回換気を
する。

		 Ⓑ果実に光を十分当てるため、日中、内ビニール等の
開閉をする。

		 Ⓒ低温期は灌水量・回数ともに控えめにする。
②親株の管理　親株を充実させるため、過乾燥、過湿にならな

いよう、適時灌水や排水溝を作る。

菊　　　　
①本圃の選定と土づくり　菊の根は浅根性で、大部分が地下

20～30㎝の所に多く分布している。地下水が高かっ
たり排水が悪いと根腐れを起こし、地上部の生育が著
しく低下する。したがって、排水性、通気性、保水性の
ある日当たりの良い土地を選定する。

②母株管理　良質の母株を選定した後、露地で管理し、低温に
遭遇された方が、本圃での生育や開花が好結果であ
る。母株期間の長い場合には、一度挿し芽を行い、母
株を若い株にして管理する。定期的な薬剤防除に努め
る。

8
てんびん座
9/23〜10/23

【全体運】何かと頼られることが多く大変ですが発展的です。できないことはあなたからもお願いを。ギブ＆
テークで大成功　【健康運】無理をしないで。食事は消化の良い物を　【幸運の食べ物】野沢菜



タマネギ　　　
園芸生産指導課　佐々木　翔麻

①追肥	 冬期は、地上部の発育がほとんど見られないが、根は
生育している（特にマルチ栽培は根がよく伸びる）の
で、定期的に追肥を施用する。雨天の前日が良い。

		 （早生：七宝早生7号）2月上旬～中旬：NKE989　30㎏／10㌃　
※マルチの上に施用

		 （中生：ターザン）2月上旬～中旬：NKE989　30㎏／10㌃
		 （晩生：もみじ3号）2月上旬～中旬：NKE989　30㎏／10㌃
		 （加工：ターザン、もみじ）2月中旬～下旬：NK特11号　40㎏／10㌃
②除草剤　雑草の草種を見極め、指針通り適期に散布する。
③排水・灌水対策　排水がスムーズにできるよう、溝の整備を

する。乾燥する日が続き、過乾燥の時は、日中の暖か
い日に、水を畦の半分の高さまで入れ、すぐに排水し、
灌水に努める。

山の芋　　　
①土づくり　予定地に10㌃あたり完熟堆肥1.5㌧、苦土石灰

160㎏、石灰窒素80㎏を施用し、2～3回耕起後、寒
気にさらし十分風化させる。

②適地	 水田跡が良く、ナス、大豆等線虫害の恐れのある所は
避ける。

水稲　　　
食糧生産指導課　伊藤　健太

①土づくりとカドミウム対策　近年の水田は、作土の浅耕化が
進み、根が表層部に集中する傾向にあるため、異常気
象による高温障害等に対応できなくなっており、品質
や収量低下の原因になっている。このため、今の作土
より3㎝の深耕と堆肥や稲ワラ等の有機物の投入・鉄
強化美土里等の土壌改良剤の施用により土づくりを行
う。

麦　　　　　
①圃外への排水を徹底　播種後、圃場内に排水溝を設置してな

い圃場では、早急に2～3mおきに排水溝を作り、完全
に圃場外へ排水できるようにする。（深さ15㎝が目標）

②中間追肥　ハルヒメボシは、１２月中旬～２月上旬の生育期間
中に２回追肥を行う。麦の生育状態を見て、分けつ期
に、豊実化成・化成肥料４４４・アサヒエースのいずれ
かを１回あたり20㎏ /10㌃程度施用する。（※一発肥
料の場合はいずれかを15㎏ /10㌃）

		 小麦についても、同時期に化成肥料４４４を20㎏ /10
㌃程度施用する。

③土入れ時期と効果
		 １回目：本葉３～４葉期
		 乾土を１㎝程度で均一に
		 ２回目～３回目：１月上旬～２月下旬の「茎立ち期」
		 ３～４㎝程度
　　　　（※小麦については、２月下旬～３月中旬の「茎立ち期」

で実施）
		 土入れは、作業自体が排水溝の設置と補修を兼ねてお

り、湿害対策になる。また、根際の乾燥防止、倒伏・無
効分けつの抑制などにも効果がある。

④踏圧の効果
		 Ⓐ根の浮き上がりと根際の乾燥を防ぎ、根張りをよくする。
		 Ⓑ早播き、密植、暖冬による徒長や過繁茂を抑え、茎

葉を硬くして倒伏を防止する。
		 ３月初めの茎立期までに2～4回、15～20日の間隔

で行う。
		 Ⓒ早播き、晩播きに対して茎数の増加、無効分げつの

抑制の両方の調整効果がある。
		 ㊟土壌が過湿状態での踏圧は、土が固結し、茎葉が損

傷するなど逆効果となるため、十分に土壌が乾いてい
る状態で行う。

⑤除草剤　時期は麦１葉以上の状態で、ハーモニー75DF水和剤
をスズメノテッポウ3葉期、カズノコグサ2葉期まで。
適期は、見た目にはほとんど草が生えて無いくらいの状
態で散布する感覚。土壌処理効果もあるため、早い散
布がポイント。希釈は必ず①サーファクタント②ハーモ
ニーの順で行う。※ハーモニーの効果を高めるため、展
着剤サーファクタント30を500～1000倍で加用する。

大豆　　　　　
①乾燥	 収穫した大豆は、網袋に容量の6割程度入れ、風通し

の良い場所に間を空けて積み、水分を確認しながら定
期的に積み替えて均一に水分を下げる。仕上げ水分は
13％以下にする。

②選粒	 水分が13％以下に乾燥したら選粒機で粒径別に選別
し、小粒については2回選粒した後6mm目のふるいで
更に選別し、未熟粒を除く。

		 長雨による腐れ粒が多い場合は、ゆっくり丁寧に複数
回選粒して除去する。

柑橘　　　　　
園芸生産指導課　長井　祐樹

①有機物の施用　有機物の施用は、保水性の改善や微生物の活
動を促す効果があります。通気性や保水性、排水性が
良くなることにより、根の活動が活発になり、樹勢の維
持につながる。

②土壌酸度の改善　酸性の強い土壌では、樹が必要な養分を吸
収しにくい状態になる。それにより、生理障害が生じや
すくなるため、注意が必要。酸度を適正な値にするた
め、苦土石灰等の石灰資材を散布する。苦土石灰施用
直後に肥料をまくと、化学反応が生じる恐れがあるた
め、1～2週間空けて散布するようにする。

キウイフルーツ　　
①剪定	 結果母枝は、春枝の芽の大きくふくらんだものを50㎝

間隔に残す。
②土壌改良　バーク堆肥・アヅミン・油粕を積極的に投入し、

保水力や保肥力を高め、土壌改良を図る。また、水田
等排水不良園は、長雨の停滞水の根傷みを防ぐため、
排水路を作る。

③防寒対策　若木は株元に寒害を受けやすいため、地際を空け
ないよう主幹部へ巻きワラを行う。

④防除	 かいよう病予防のために、剪定直後「ICボルドー
66D」を50倍で散布する。

柿　　　　
①整枝剪定　整枝剪定を行う前に、樹と樹の間をかき分けなくて

も通れる間隔を目安に、思い切って間伐した後、個々の
樹の剪定に取り掛かる。剪定は主枝、亜主枝に近い位
置で若い側枝を多く保つようにし、古くなった側枝は
順次更新する。

9
さそり座
10/24〜11/22

【全体運】前半はつまづくことが多いですが、次第に解消。気持ちがせくときほど丁寧に進めるよう心掛けて。
下旬は逆転運　【健康運】口コミの食材や健康法を試してみて　【幸運の食べ物】アカガイ



①白菜は食べやすい大きさに切り、しめじは石づきをとってほぐ
す。ショウガはみじん切りにする。
②鍋にショウガ、鶏ひき肉を入れ、中火で少し色が変わるまで炒
める。酒を加えてさらに炒め、しめじ、白菜の芯の部分、塩を加
えて混ぜ合わせ、5分蒸し煮をする。
③白菜の葉を加え、さらに5分蒸し煮をする。鍋に味噌を溶き入
れ、さらに牛乳に片栗粉を溶かして加え、とろみがつくまでひ
と煮立ちさせる。
④器にご飯をよそい、③をかけてできあがり。

①ブロッコリーは小房に切り分ける。茎は堅い皮を取り除いて薄
く切る。耐熱皿に入れてラップをし、電子レンジ（500Ｗ）に2
分程かける。

②カボチャはワタと種を除いて一口大に切り、耐熱皿に並べてラップ
をし、電子レンジ（500Ｗ）に6～7分、やわらかくなるまでかける。
皮を除き、ボウルに移して熱いうちにフォークなどで粗くつぶす。

③Ａを混ぜたものを半分、②に混ぜる。
④フライパンにスライスアーモンドを入れ、軽く色づくまでいる。
⑤器に①③を盛り、残りのＡをかけ、④を散らしてできあがり。

白菜の味噌クリーム煮 ブロッコリーとカボチャのアーモンドサラダ

白菜…………………… 1/4株
しめじ… ……………… 1/2株
ショウガ… ……………… 1片
鶏ひき肉……………… 130ｇ
酒……………………大さじ1
塩…………………小さじ1/2
味噌…………………大さじ2
牛乳…………………200ｍｌ
片栗粉…………………大さじ1
温かいご飯……… 茶碗4杯分

ブロッコリー……1/2個（120ｇ）
カボチャ……………… 400ｇ
A　プレーンヨーグルト…… 大さじ8
　 マヨネーズ………… 大さじ2
　 粒マスタード……… 大さじ2
　 塩・コショウ…………… 少々
スライスアーモンド… …… 20ｇ

材料（4人分） 材料（4人分）

作り方　　 作り方　　

 その他のレシピは
JA周桑ホーム
ページで
公開中です！ ホームページ

QRコード

秋風を感じて
健康ウォーキング

米消費拡大運動
米粉を使ってデザート作り

❶白菜の味噌クリーム煮
❷ブロッコリーとカボチャのアーモンドサラダ
❸レンコンえびしんじょ
❹小松菜のバター醤油炒め
❺ダイコンとニンジンの浅漬け
❻ブロッコリーの蒸しパン
❼イチジクのヨーグルト

わたしたちが
作りました！

　小松支部は、12月7日、米消費の拡大を
目的に、エーコープ米粉入り天ぷら粉を使っ
て、天ぷら以外の使い方を見つけようと、クッ
キーとシフォンケーキ作りに挑戦しました。
真鍋美鈴部長は、「小麦粉とは違って、分量の
調整などが少し難しかったが、美味しく仕上
がった。新しい発見ができた」と話しました。

　11月3 0日、女 性 部 健 康
ウォーキングを開きました。毎
年春と秋の2回、健康維持と

各支部間の交流を目的に行っています。小松中央公
園を出発し、香園寺奥の院白瀧や大谷池周辺を散
策。約60人が、色づく紅葉や爽やかな秋風を感じな
がら、往復約7㌔のウォーキングを楽しみました。

10
いて座

11/23〜12/21
【全体運】良好運です。食事や趣味を楽しむ時間が増え交友関係も発展的。おしゃべりの時間を大切に。旅行
の計画が吉　【健康運】腹八分目を心掛け医者いらずで過ごして　【幸運の食べ物】ゴボウ



周ちゃんまるごとカフェ
今月のおすすめ♪

新鮮で旬な農産物が
買える直販所の
ミミより情報

周
広場

ちゃん
情報局

　香りが抜群で、甘みと酸味の
ほどよいバランスがたまらない
『紅ほっぺ』。生食はもちろん、
酸味もしっかりあるので、ケーキ
などのデザートとの相性もバツ
グンです！

イチゴのスイーツ各種

『紅ほっぺ』

周桑産の甘酸っぱいイチゴを
たっぷり使ったスイーツを
お楽しみください♪

女性部おひろめ隊×周ちゃん広場

※写真は生イチゴパンケーキ

　12月12日、周ちゃん広場にて、女性部おひろめ隊と周
ちゃん広場による「感謝祭」が開催されました。日頃の感謝
の気持ちを込めて、周桑産サトイモ「伊予美人」をたっぷり
使用した、里芋コロッケ、里芋あんあん（プレミアム）や、あ
んぽ柿等をサプライズ価格で販売。周桑の農産物をご愛
顧くださるお客様に、多数ご来店いただきました。おひろ
め隊の伊藤美智子さんは、
「ミニ感謝祭となりました
が、お客様とふれ合うこと
ができてうれしい。今後も
女性部一丸となって、この
ようなイベントを行ってい
きたい」と話しました。

▲女性部のOGや現在も活躍されている
有志で結成された“おひろめ隊”のみなさ
ん。周桑の農産物を使った商品開発など、
「食と農」に関する活動を行っています！

今月の

おすすめ

ビタミンC
が

たっぷりで
、

風邪予防
にも

最適です
！

“感 謝 祭”

11
やぎ座

12/22〜1/19
【全体運】良い話も面倒な話もまとめてやって来そう。どちらも受け入れ調整しながら進めて。あなたの手腕が
光ります　【健康運】頑張りが利きます。やり過ぎには注意を　【幸運の食べ物】ユリ根



住 人 十 色
　
「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
」。元
気
な
声
で
明
る
い
笑
顔
が

は
じ
け
る
「
し
ょ
う
め
ん
ク
ラ
ブ
」の
み
な
さ
ん
。
70
代

～
80
代
の
7
人
が
、月
・
水
・
金
の
週
に
3
回
、グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
し
ょ
う
め
ん
ク
ラ

ブ
」は
約
20
年
前
、健
康
の
た
め
に
、一
人
で
散
歩
を
す

る
よ
り
、み
ん
な
で
楽
し
ん
で
運
動
を
し
よ
う
と
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
当
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
人

も
お
り
、4
年
前
に
は
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い

て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
も
。

　

代
表
者
の
大
澤
忠
正
さ
ん
は
「
み
ん
な
で

笑
っ
て
体
を
動
か
す
の
は
楽
し
い
。
大
会
に
出

場
す
れ
ば
他
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
も
で
き
る
の

で
、今
年
も
健
康
を
第
一
に
、元
気
に
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
大
募
集
中
で
す
！

西
条
市
丹
原
町
中
川
地
区

 

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ「
し
ょ
う
め
ん
ク
ラ
ブ
」の
み
な
さ
ん

クッキングのコーナーを参考に、

旬の食材を使って料理を楽しんで

います。　　　   （ I さん　40代）

青年部の記事が興味深かったで

す。今後の活躍に期待しています！
 （Aさん　60代）

アムスメロンの秋作に挑戦されて

いることを知りませんでした。ぜひ

味わってみたいです。
（Hさん　60代）

JA俳壇、共通の思いもあり、毎月
楽しみにしています！

（Sさん　70代）

マンスリーニュース、地域の皆さんの頑張りがよくわかり、楽しみです。　　　　　   （Yさん　80代）

コープ米粉入り天ぷら粉、使ってみ
たいです！ 　　 （Mさん　80代）

栽培管理のコーナーをいつも参考

に、野菜の苗を植えて楽しんでい

ます。　　　　   （Tさん　70代）

新規就農をする方への支援などが
あり、若い人にも大いに期待してい
ます。　　　　  （Mさん　80代）

周桑産のお米おいしいですよね。地元以外の方にもぜひ食べてもらいたいです。　　 （Oさん　70代）

謹んでお悔やみ申し上げますと共に故人のご冥福をお祈りいたします。（2021年12月1日〜12月18日）（敬称略）
葬祭月日 地区 逝去者 喪主 続柄

12/1 三芳 渡邉　小夜子 恭二 母

12/4 旦之上 近藤　幹雄 努 父

12/4 三芳 莖田　節子 光義 母

12/5 河之内 渡部　秀子 益夫 妻

12/6 湯谷口 兵藤　信行 信広 父

12/11 願連寺 尾崎　明 京子 夫

葬祭月日 地区 逝去者 喪主 続柄

12/12 黒谷 長井　守男 昭次 父

12/16 大野 日和佐　直 まゆみ　夫

12/16 志川 日和佐　良惠 敬一 母

12/17 吉田 渡邊　絹枝 博之 妻

12/18 河之内 山内　勇 俊彦 父

12/18 高松 玉井　松江 成知 母

別れのかたち、さまざまに。
送りのこころ、ひたすらに。

満中陰志のご相談も承っております

【年中無休・寝台車24時間受付・駐車場完備】

ＴＥＬ （０898）68-7681
ＦＡＸ （０898）68-36０5

▲みんなで一緒に楽しみましょう！ カフェ＆レストラン「う
しろのしょうめんだ～れ」の西隣のグラウンドで活動をし
ている「しょうめんクラブ」のみなさん

12
みずがめ座
1/20〜2/18

【全体運】太陽の恵みを受け運気はパワフル。多少強引でもやり遂げたいことに着手する好機です。可能な範
囲で周囲に配慮を　【健康運】保温靴下などで足元を温めれば安泰　【幸運の食べ物】キョウナ



Ｊ
Ａ
俳
壇
　
近
藤 

憲
史 

選

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

12
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
こ
た
え

応
募
方
法

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
E
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

※
12
月
号
の
当
選
者
発
表
に
つ
い
て
は
、

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
（
応
募
総
数
62
通
）

★
締
切
…
2
月
15
日（
火
）※
当
日
消
印
有
効

★
当
選
発
表
…
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
応
募
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
！

Ｊ
Ａ
周
桑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、下
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
ご
意
見
・
ご
感
想

③
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

　

支
所
名 西

条
市
丹
原
町
池
田

　
　
　
　
一七
〇一ー一

Ｊ
Ａ
周
桑

　

企
画
管
理
課 

行

抽
選
で
毎
月
10
名
様
に

素
敵
な
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

〒791-0593

電子メールでも応募できます。
たくさんのご応募お待ちしております。
■e-mail
　jasyuso@dokidoki.ne.jp

①
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
も
い
わ
れ

る—
—

危
機

③
分
度
器
で
測
り
ま
す

⑥
栗
の
実
の
ト
ゲ
ト
ゲ

⑦
春
の
七
草
の
一つ
。ダ
イ
コ
ン
の

こ
と
で
す

⑧
遊
園
地
で—

—

コ
ー
ス
タ
ー

に
乗
っ
た

⑩
お
で
ん
に
添
え
る
黄
色
い
薬
味

⑭
年
下
の
女
き
ょ
う
だ
い
の
こ
と

⑯
屋
外
で
行
う
こ
と
も
多
い
教
科

⑱
ミ
カ
ン
の
も
の
は
手
で
む
け
ま
す

⑲
お
し
ゃ
れ
な—

—
で
ラ
ン
チ
を

楽
し
ん
だ

⑳「
オ
リ
オ
ン
」「
お
お
い
ぬ
」「
カ

シ
オ
ペ
ア
」と
い
え
ば

①
１
月
の
第
２
月
曜
日
は—

—

の
日
。国
民
の
祝
日
で
す

②
旅
支
度
で
、旅
行
か
ば
ん
に

—
—

を
詰
め
た

③
下
手
な
鉄
砲
も—

—

撃
ち
ゃ

当
た
る

④
北
海
道
東
部
の
市
。自
然
豊

か
な
湿
原
が
有
名
で
す

⑤
水
が
混
じ
っ
て
軟
ら
か
く
な
っ
た
土

⑦
こ
れ
が
三
つ
で
三
振

⑨
土
を
盛
り
上
げ
て
作
り
ま
す

⑪
植
物
の
葉
や
車
の
窓
な
ど
に

氷
の
結
晶
が
付
い
た
も
の

⑫「
住
め
ば
都
」と
か「
猫
に
小
判
」と
か

⑬
果
物—

—

を
使
っ
て
リ
ン
ゴ

を
む
い
た

⑮
遠
回
り
を
す
る
こ
と

⑯
初
夢
で
見
る
と
縁
起
が
良
い

と
い
わ
れ
る
鳥

⑰
や
っ
ぱ
り
自
分
の—

—

が
一
番

落
ち
着
く
な
あ

1 6

E

8 16 19

2 13

A
9 10 17

7

D

14

3 11 20

4

B

15 18

5 12

C

回答欄
A B C D E

木き

目め

込こ
み

の
我
が
干え

支と

「
寅と

ら

」
や
初
座
敷

岸
田　
千
寿
子

初
曾ひ

孫ま
ご

の
誕
生
う
れ
し
千
代
の
春

吉
田　
百
合
子

御お

降さ
が

り
や
三
年
坂
の
人
の
波

越
智　
　
綾
子

災
禍
な
き
年
の
一
歩
や
大お

お

旦
あ
し
た

越
智　
　
　
椿

神
住
め
る
嶺
む
ら
さ
き
に
初
明
り

菅
生　
　
正
恵

九
と
跳
ね
十
と
結
び
ぬ
大
旦

渡
辺　
　
蔵
雄

買
ひ
初
め
や
絣
の
似
合
ふ
齢
ヒ

来
て

森
川　
む
つ
子

恙
な
く
九
十
四
歳
初
明
り

長
谷
部
ナ
カ
ヨ

東
雲
の
日
矢
一
閃
の
淑
気
か
な

川
又　
ト
シ
子

初
曾
孫
得
し
幸
せ
や
明
の
春

松
木　
喜
久
瀠

初
日
の
出
四
恩
に
謝
す
る
九
十
六

松
木　
　
光
枝

初
春
や
大
い
な
る
夢
少
年
に

松
木　
さ
と
み

父
の
名
を
刻
む
鳥
居
や
初
詣

玉
置　
　
英
子

石
鎚
へ
揃
ふ
柏
手
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【全体運】スロースタートの上昇運です。徐々に結果が見えてきますから修正、改良しながら丁寧に進めていきま
しょう　【健康運】人の集まる場所ではしっかり感染予防を　【幸運の食べ物】ワラビ
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愛媛県西条第2庁舎	1階会 場

毎月第1・3水曜日
10：00～12：00

日 時

【お問い合わせ】	
東予地方局産業振興課
地域農業室	0898 -68 -7322

　周桑管内の農業者の方を対象に、新規
就農や経営改善などの相談会を開いてい
ます。お気軽にお越しください。

農業総合相談会開催中!!

農産加工場より

2月のしょうゆ全戸配置のお知らせ
三芳、楠河、吉岡、庄内です。

税務・相続相談日
2月2日（水）午前9：00～
	本所　年金・ローン相談窓口

次回の家庭訪問日

ご意見やご要望をお聞かせください。
2月15日（火）〜17日（木）

要予約

イチゴの収穫・パック詰めなどの
アルバイトに参加しませんか？

アルバイトを希望される方は、「求職票」に必要
事項を記入の上、担当部署まで提出してください。

※「求職票」の様式は、
　JA周桑ホームページでも
　ダウンロードできます。

お問い合わせ

アルバイト開始までの流れ

申
し
込
み

J
A
が
受
け
入
れ

　
　
農
家
を
紹
介

受
け
入
れ
農
家
の

ハ
ウ
ス
で
見
学
・

体
験
・
面
接

雇
用
開
始

営農管理研修センター　園芸生産指導課（担当：日野明
あき

菜
な

）

☎︎0898 -68 -7812
〒791 -0502 西条市丹原町願連寺527番地1
メールアドレス：a-hino@ja-syuso.jp

受付時間：平日8：30 ～17：00
　　　　（※土・日・祝祭日除く）

随時
募集中

雇用期間／令和4年2月中旬～　※時期・期間は相談に応じます
作業時間／① 8 :00～　②13：00～
　　　　　※応相談　※受け入れ農家によって異なります
作業内容／イチゴの収穫・パック詰め等
条件／イチゴの栽培に興味がある方
報酬／時給821円～　※受け入れ農家によって異なります
報酬の支払い方法／受け入れ農家によって異なります

若者・主婦・シニアの方など、一生懸命取り組んでいただける方大歓迎！
JAが、周桑管内でアルバイトを募集しているイチゴ農家を紹介します！

要予約

　昨年は、組合員の皆様をはじめ、多くの方にご
協力をいただき、無事JAだよりを作成することが
できました。昨年4月より広報を担当させていた
だき、不安でいっぱいでしたが、たくさんの素晴
らしい出会いと皆様の優しさに触れ合うことがで
き、本当に感謝しています。
　本年も、周桑の農業と地域の魅力を発信し、皆
様に楽しんでいただけるJAだよりになりますよ
う、努力していきたいと思います。今後ともよろし
くお願いいたします。

広報　テラオカ


